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4)Human immunodeficiency virus(HIV)感染症
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ThecumulativetotalofHIVinfectionsrosetoanestimated18millionhylate1994,

andispr･ojeetedtoreach3Oto40millionbytheyear2(X)O.HIVistransmittedthr･ough

threeprimary routes:sexualC()ntactwithaninfectedperson,significantexp()Bur℃st()inkted

blood()rbloodproducts,andperinatallyfrom aninfectedmothert()herchild, N()W,

likeincountriesinNorthAmericaandEurope.mostnew infectionsareheterosexually

transmittedeveninJapan.Futlhermore.anumber()fstudiesha＼･,esuggestedthatHl＼･T

transmissionmaybefacilitat(dbyotherSTDsassociatedwithgenitalulcerssuchashe叩CS

andsyphilis.andalsowithnonulceI-ativeSTDssuchasgonorrheaandChlamydiainfections.

Recently.S()mereportssuggestthatimpro＼redSTDtreatmentreducedHIVincidenceand

lllVL'JAIDSeducationcoulddeclinethepreヽ,alenceofSTDs.Becausethereisnoentirely

satisfyingtreatmentforHIVinfection.preventingHlVjnfecti()nisthemostimportant

stepandthemainpreventivestrategyishealtheducation.

KEtyWOrds:HrV,STD.healtheducation

ヒト免疫不全rl,ィ,レス.性行為感染症.教育

1. は じ め に

後天性免疫不全症候群 (AIDSlは,1981年iこ始めて

報告され 1983年にその原因巾イ′ト7Jlumanimmuno-

deficiencyvirus(HIV)が発見された.HIV は,血液,

リンパ液.髄液だけでなく.子宮頚部分泌液.精液かド)

検出される頻度が高い.そのたれ HIVLT)感染経路と

して.注射針の共用や血液製剤など血液を介する感染だ

汐でなく,性行為による感染,母子感漁の3経絡が重要
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である.

WHO による HIVの感染効率と感染状況の調査で

は,感染効率は輸血など血液を付するものは900｡以上.
母子感染で309,..性行為でO.1-1%となっている. し

血液を介するものは3-･5%,母子感染が5-10%に対

し,性行為によるものは70-800もを占め,特i･こ,異性間

の感染が60-･700.と圧倒的多数を占紡ており,現在では,

I-nl'感染症は STDの 1つと考えられる.
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STD の現状と対策

2. 日本における HIlr患者の現状

日本においても.HIV 感染者は着実に増加 し,平成

7年12月末現在で,3,524人の感簸者が厚生省エイズサ-

ベイラソス委員会をこ報告されており,そのうち性的接触

i･こよるものは,異性間が866人 (24,6%'l,同性間が350

人 (9,9タ結 合計で 1,216人 持4.5%)にのぼってい

る.年度別報告数でも,平成7年1年間(T),血液製剤に

よる感染例を除いた患者 ･感染者の報告数446人のうち,

性的接触によるもLT)は,異性間が227人.同性間が 108

人,合計 335人 (75.1%)と年々増加 してきている.

日本をこおいてはす加熱血液製剤が使用されるようになっ

てから,血液製剤を介した 指ⅠⅤ 感染患者の報告はみら

れないことから,現在は性行為による感染が,最も重要

な感染経路である.

3. 当科における HIV患者の現状

現在まで,当科で詳細が明らかにできた,性行為をこよ

ると考えられる HⅣ 感染症例は4例で,年齢は30歳か

ら62歳,男性3例,女性 1例で,4例とも日本人であっ

た.他の STD として, 1例に梅毒の既往が認められ

た. 2例は保健所で検査を受け HⅣ 陽性と診断されて

おり,他の2例は直接病院を受診し診断されていた.HrV

陽性と診断された時期は,1991年後半から1994年始め

をこかけてであった (表 1).

HⅣ 抗体検査を受けた動機では,HIV 感塾を心配 し

て受診 した例がほとんどだが,革顔料受診時に偶然診断

された症例もみられた.推定される感染経路は,4例と

も日本国内で,みな異性間の性行為であった.男性はす

べて外国人女性からの感染と考えられたが,女性の感染

者は,束が血友病で既をこエイズと診断されており,夫か

らの感染と考えられた (寮2).

4. 考 案

HⅣ の主な感染経路は性行為であり,㌻正Ⅴ感染症は,

STD の 1つである.さ吊こ,HIV 感染と他の STD

との相互関係をふると.′､イT)スクな性行動が STD と

ぼV 感漁の両方を流行させるだげでなく,HⅣ 以外の

STD が H‡Ⅴ 感親の促進因子と考えられる.楽際,性

革濃癌やクラミジア,淋病,梅毒など他の STD が存

在すると HlV感染の危険度は2--4倍以上も高くなる

ことが報告されている1､.sTD は,HIV の侵入口とな

る性器の上皮の破壊,性器粘膜の激少濃癌を形成するだ

けでなく,HIV 感受性細胞や HlV感染細胞の性器局

表 1 当科に関係した HIV感染患者
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表 2 当科に関旅した Hl＼･'感染患者

症例 検査動顔 感染経路
場所 性行為 相手

M.N.HⅠⅤ-の不安 国内 異性間 外国人女性(?)

K.N,HIVへn不安 国内 異性間 外国人女性く?)

0.N.耳鼻科受診時 国内 異性間 外国人女性(?)

所への衆碑をもたらすことから,柑ⅠⅤ の感染率を高め

ると考えられる2).最近,STD 予防に関する教育や治

療などをこより,H‡V の感染率が有意に低下 したという
デ-タが報告された3).HiV感染における STD の重

要性を示す結果の 1つとして,興味深い.

AIDSに対 して有効な治療法のない現在.HIV 感染
をこ対 しては予防が最も有効な対策であり,そのためには

教育が重要である.アメリカは,エイズを男性同性愛者

と麻薬常習者の特異な病気という偏見にとらわれたため,

対応が遅れ 現在の大流行を招いたのに対 し イギリス

は,国民の啓蒙や教育を徹底し,エイズに対する偏見を

取り払い大流行を防いだといわれている.今後,日本で

エイズが大流行 しないよう,現在 しっかりと対応するこ

とが重要と考えられる.
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伊藤 只今,示された4例は,全て大学の症例ですか.

五十嵐 全てが大学の症例というわけではありません.

伊藤 新潟県としては,発生件数はどれ位ですか.

五十嵐 スライドで示し.ましたように,8月末までに

21例が報告されています.半分強が外国人女性でありま

す. したがって,日本人は.10例となりますか.

伊藤 他県や,東京と比べれば,新潟県は.非常iこ少

五十嵐 東京と比べ才吊f.まだ少ないと思います.

司会 東京都内の大学付属病院の内科では,いつも1

名程度の頗性患者が入院 していると聞いています.

血友病の患者さんについては,県に報告する義務があ

りませんので,事情は全く分か･tlませ 人 .

5) B型 曲C型肝 炎 ウイルス感染症の変貌と非 ABCDE型肝炎 ウイル ス,
GB ウイル スの発見
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RecentFeaturesoffiepatitisBVil･usandHepatitisCViruslnfectionsand

DiscoveryofOneNon-ABCDEHepatitisVirus,Her)atitisGBVirus
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Aftereradication()fposttransfusionhepatiisBandC.weareconfrontedwithsporadic

occurrenceofviralhepatitis. EpidemiologiealstudiesindicatethathepatitisBislikely

tobeasexuallytransmitteddisease(STD),buthepatitisCisnot. Incidence()ithe

establishmentoftheinfectionlargelydependsonthevirusamountoftheindexcases.

Therefore.examinationofvirusamountofcarriesislikelytobethemostimportantpredictor

oftheirlfecti()n. Atpresentagoal()∫co【ltrOl｡fhepatitisBandCist()preventthe
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